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研究成果の概要： 
 CALL(Computer Assisted Language Learning)や e-Learning 用のリーディング教材が氾濫

する中、そのソフトウェア上での英文提示方法の最適化を目指し、ソフトウェアを使った処遇

訓練を行い、初級者にとって読解効率を向上させるのに効果的な英文提示方法を絞り込めた。

またそれは学習者の心理的ストレスを適度に抑えたり、意欲を高めたり、心理面でも有効であ

ることが判明した。また、研究では処遇時に脳血流量を測定することで、脳活性化状態を検査

して、英文リーディング時の認知プロセスを生理学的に検証することも試みたが、期間中に分

析は間に合わなかった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 200,000 円 60,000 円 260,000 円 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
CALLや e-learning用としてマルチメディア
型リーディング教材が広く普及しているが、
PC画面でのテキスト提示法は、ユーザインタ
ーフェイスを含めて多種多様であり、学習効
率において必ずしも認知的・心理的に最適化
されているという保証はない。教育工学、英
語教育学、言語理解に関わる認知心理学の理
論および実践研究に拠って立つ本研究の明
らかにしようとする CALL 環境における英

文提示法と読解速度及び理解度との関係に
ついて報告する研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
(１) CALL（Computer Assisted Language 
Learning）環境を利用した、英語リーディン
グ教材の提示法の違いが、異なる習熟レベル
の学習者の読解速度と理解度に及ぼす影響
について、定量的データに基づき分析し、ど
のような提示法が学習者の認知的負荷を軽
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減し、かつ理解と記憶を促すかを明らかにす
ること。 
(２) (１) の実験で使用した複数の提示法を６
ヶ月にわたる一斉授業と個別学習に用いた
場合の学習効果の差について、定量的データ
に基づき分析し、どのような提示法が学習者
の読解速度と理解度を高める学習効果があ
るのかを明らかにすること。 
(３) 上記の処遇を受けた学習者からそれぞれ
集約した内省アンケートデータを基に、教材
提示法の違いが学習時に及ぼす心理的負担
と不安について、１）および２）の定量的デ
ータとの関連性を明らかにすること。 
(4）処遇を施した被験者の一部に脳科学的な
実験を行い。速読の処遇によって、どのよう
なことが速読の阻害原因になり、また逆に支
援をなっているかを明らかにして、上記の提
示法による効果の裏づけとなるかを調査す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では教材提示/オーサリング・ソフ
ト「プレーヤー・ミント」（開発者：田淵龍
二、特許第 3549195 号）を利用して、ソフト
の画面でチャンクを強調した提示方法に着
目し、実験群と統制群を組んで速読訓練処遇
を行い、学習効果が高く、心理的ストレスが
少ない提示方法を検証した。神田・長谷川の
所属する首都大学東京の一般英語クラスよ
り選定したクラスで、統制群と実験群を作り、
CALL 教室において、ソフトウェアであるプ
レーヤー・ミント（開発者：田淵龍二、特許
第 3549195 号）を用い、上記研究目的で示し
た処遇を行なう。先行実験により、提示方法
として有効であると判断された「白紙にチャ
ンクが現れる」「白紙にチャンクが現れ消え
る」に絞り、授業内の一定の短い時間を毎回
割り当て、300Words 前後の英文を速読させ、
読後に直ぐ内容理解問題を同ソフトウェア
上で解かせた。それらによって測られる読解
速度(WPM)と問題正解率はソフトウェアか
ら履歴として毎回回収した。被験者は先行実
験の結果から下位クラスに限定し、プレ・ポ
ストテストも実施し、読解効率とリスニング
理解度の測定を行い、学習効果などを探った。 
 これらの分析について一つは各クラスそ
れぞれの平均読解速度と理解度に対し、一元
配置分散分析（One-Factor ANOVA）および 
Turkey-Kramer 法による多重比較検定を行
い、５通りの処遇間で統計的有意差を検定し
た。 
(2)さらにまた内省アンケートでは、紙に印刷
された英語長文と比べた際の「視認性」、「主
観的読解スピード」、「理解のしやすさ」「内
容記憶のしやすさ」、「体験した提示法が好き
かどうか」、「この英文提示法を今後のリーデ
ィングの授業で積極的に取り入れて欲しい

か」、「この英文提示法を利用することで英文
を読む技術が向上すると思うか」について５
段階評価で回答してもらった。 
(３)さらに 19 年度に行なった光トポグラフ
ィー装置を利用したパイロット実験に続き、
20 年度においては、数名の被験者に首都大学
と同様の処遇を同時期に施し、脳血流量の測
定を行った。ただしこの場合は授業内ではな
く、実験として速読のみ行なった。そして研
究目的にそって、チャンク提示法の効果や心
理的ストレスについて分析を試みた。 
 
４．研究成果 
（1）上記の研究方法による 2 年間にわたる
処遇によって、ソフトウェアによる英文提示
方法の工夫によって一定のリーディングに
おける読解効率の向上や、内省的に心理的ス
トレスを適度に抑えることが英語初級者に
おいてできる可能性が確認できた。たとえば、
図１、図２に示されたように、いずれの年度 

も読解効率において特定提示方法が有意な
伸びを示した。またアンケート結果からも、
速読訓練時に内容を記憶しやすいと感じる
こと、さらに読解速度と英文内容の記憶力の
向上を実感できることと読解効率の向上に
正の相関関係が認められた。 
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図２ 処遇結果 2008年 
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図１ 読解効率平均推移 2007年 



 

 

 他方リスニングについてもプレ・ポストテ
ストで検定したが、特に認められる有意な結
果や、リーディングとの相関関係は見られな
かった。 

しかしながら、これらの実験結果も被験者
も処遇回数も少ないので、スキルが自動化さ
れて習得されたと判断は出来ない。認められ
た効果は、英文読解時に「意識的に」チャン
クごとに意味を処理し、戻り読みや、日本語
へ訳しながら読む方略を破棄し、英語を英語
のまま意味の固まり単位で処理して行く方
略を身に付けつつある結果と考えるのが妥
当である。ただし、意識的な方略であっても
読解速度が上昇したのであれば、教育的意義
は大きく、さらなる訓練の継続により、真の
スキル習得へつながるものと期待できる。 
それと並行して学習者の英文リーディン

グ時の脳活性状態を分析し、特定の困難チャ
ンクの処理時間データと同期させることで、
リーディング時の認知プロセスを生理学的
に検証する目的で、光ポトグラフィを使用し
ながら上記と同等の処遇を数名の被験者に
ついて別途半期の間実施した。これについて
は、研究協力者の開発により脳血流量と読解
処遇時のリーディング提示画面を同期させ
るデータ処理が可能となったが（下図３参
照）、膨大なデータが蓄積され、その分析が
研究期間中には終了しなかった。 

 しかしながら、その方法論は確立できたと
思われる。その点については次年度に発表予
定となっている。また継続的に次年度の科学
研究費研究に引継ぎ、そのまま光ポトグラフ
ィの膨大なデータの解析および分析を行な
うことになっている。 
 更に言えば、リーディングの新たな処遇と
して、音読活動も取り入れ、リスニングとの
相関をさらに見極め、提示方法の熟成を図り
たい。 

いずれにせよ、またこの成果は今日様々な
e-Learning の速読教材が氾濫する中で、効果
的な英文提示方法を提案しているものと確
信する。 
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